
 

 

 

 

 

 

 

「子どもたちの笑顔」がもどってきました            

2 学期始業式の朝。４０日ぶりに校門で子どもたちと交わす「ふたことあいさつ」

からも、充実した夏を過ごせたんだなと感じました。「校長先生、海で泳いだよ！」「お

じいちゃんの家でカブトムシを捕まえたの」など、キラキラした目で夏の思い出を話し

てくれる子どもたち。一回りも二回りも成長した姿に、改めて子どもたちの持つ無限

の可能性を感じました。2学期は、音楽会、校外学習、防災オープンスクール等、子ど

もたちが主役となって輝く行事がたくさんあります。夏休みで蓄えたパワーを存分に

発揮し、仲間と協力し合いながら、さらなる成長を遂げてくれることを楽しみにしてい

ます。保護者の皆様、地域の皆様におかれましても、引き続き温かいご支援をよろし

くお願いいたします。 

 

学校美化作業～みんなの力で学校がピカピカに！～ 
8月 30日（土）8：30～9：30、学校美化作業を実施いたしまし

た。猛暑にも負けず、雑草は運動場やグランド周辺にたくましく広が

っていました。そんな中、子どもたち、保護者の皆様、地域の

方々が集まり、2学期から気持ちよく学校生活を送れる環境

を整えてくださいました。100 名以上もの方々にご参加いた

だき、心から感謝の気持ちでいっぱいです。「まるお会」の皆

さんやお父さん方が手慣れた様子で草刈り機を操り、安全な場所では親子で協力

して草取りに励む姿。そして、子どもたち同士が集まって一生懸命草を抜く光景は、

「利他の心」が育まれている素晴らしい瞬間でした。 

「松が丘小のグランド・体育館を使わせていただいているので！」と、他校の子どもた

ちや保護者の方々も積極的にお手伝いくださいました。この姿から、八景中校区全

体の団結力と温かい絆を改めて感じることができました。作業翌日の涼しい朝、早

速きれいになったグランドでボール遊びを楽しんだり、遊具で元気に遊んだりする子

どもたちの笑顔を見ることができました。この貴重な体験を通して、多くの方々に支え

られていることへの感謝の気持ち「おかげさまで」を、子どもたちにもしっかりと伝え

ています。皆様の温かいご協力に、心より感謝申し上げます。 
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〈八景中校区のめざす子ども像〉“人も自分も”・“学校もふるさとも”大切にできる子 



甲子園球児から子どもたちへ 
松が丘小学校卒業生で、今夏の甲子園大会に出場した東大阪大学柏原高等学

校野球部の藤原颯大さんが、始業式前日に学校を訪問してくれました。憧れの甲子

園球児から直接聞かせてもらった、夢を実現するための心に響くメッセージをご紹介

します。 

 

夢に向かって頑張れば夢は叶う！ 
 苦しいことがあっても夢のために乗り越えよう！ 

 

始業式でビデオメッセージを紹介すると、体育館に自然と拍手

が沸き起こりました。小学生時代の藤原さんの夢は「プロ野球

選手」。その夢に向かって歩み続けた先輩の体験談をもとに、

子どもたちに次のような話をしました。 

🌱夢は叶う！～夢の種を大きく育てよう～ 

水やり ＝ 毎日の小さな努力の積み重ね 

太陽の光 ＝ いつも前向きな明るい気持ち 

肥料 ＝ 新しいことへの勇気ある挑戦！ 

 

甲子園という大舞台を経験した先輩からの貴重な

メッセージを胸に、子どもたち一人ひとりが自分だけの夢に向かって歩み続けてくれ

ることを心から願っています。保護者・地域の皆様も、ぜひ子どもたちの夢を温かく応

援していただければと思います。 

 

夏休み防災キッズの活動！ 
特別なワッペンが完成！防災クラブの新しいワッペンのデザインを手がけたのは、

6 年生の小林陽菜さん。そのかわいらしいデザインを、地

域の方々が心を込めて手作りしてくださいました。とても

素敵な仕上がりです。この特別なワッペンを身に着けた

防災クラブの子どもたちの活動が、2学期以降ますます盛

り上がりそうです。11月の防災訓練では、防災キッズたち

がどんな活躍を見せてくれるか、今から楽しみです。 

親子で学んだ夏休み体験活動 

夏休み中は、三木防災センター見学と三木ホースラン

ドパークでの活動を実施。親子、そして地域の方々も一緒

に参加し、防災について楽しく学ぶ貴重な機会だったよう

です。実際の防災設備を見学し、体験を通して学ぶこと

で、子どもたちの防災意識がより一層高まったようです。 

 

松が丘小学校 校長室にて 

 



まだまだ暑い日が続きます！ 
今年は、例年にない長い夏となっています。ニュース等では、「危険な暑

さ」という言葉を耳にします。９月に入ってもまだまだ暑く登下校中の熱中

症が心配です。各自冷却剤や、簡易のクーラーバッグなどを持たせていた

だき、対策をしていただけたらと思います。教室の後ろやロッカー等に置い

ておくことができますので、必要なものは持たせてください。    

 

いよいよ「まちフェス」開催！9月 27日（土） 

子どもたちが待ちに待った一大イベントが迫ってきました！スリル満点の逃走中、白熱の

ドッジボール大会、そして各ブースでの飲食コーナー—。地域の皆様と PTA の方々が、子

どもたちの笑顔と地域の活性化のために、心を込めて準備を進めてくださって

います。 

まちフェスでは、体育館ステージでも盛り上がりを見せてくれます。チアダン

ス、ダンスパフォーマンス、子どもたちによる劇が登場予定です。三田祥雲館高

校演劇部による演劇指導も実現しそうなので、子どもたちの演技がさらに磨か

れるのを期待しています。一日中楽しめる「まちフェス」で、地域みんなが笑顔に

なる素敵な時間を過ごしましょう。 

 

～見守りボランティア活動～ 

年に 3回開催される校区防犯・児童見守り活動連絡会。会には、多くの地域の方々が

集まってくださいます。真夏の炎天下でも、雨に打たれる日でも、変わらず子どもたちを見

守ってくださる地域の方々。登下校の安全確保、事件・交通事故の防止、防犯対策—。児童

民生委員の皆様をはじめ、地域の方々が日々、私たちの大切な子どもたちのために立ち続

けてくださっています。「あたりまえ」ではない、「ありがたい」活動で、善意と愛情に支えら

れた、本当に**「有難い（ありがたい）」**活動です。学校では、朝会や日々の出会いの中

で、子どもたちにこの大切さを繰り返し伝えています。 

ご家庭でできる「感謝の輪」を広げませんか？  

子どもたちの「ありがとうございます」の一言。保護者の皆様からの心

のこもったあいさつ。感謝の気持ちを表す笑顔。これらの小さな行動が、

見守りボランティアの皆様にとって何よりの励みとなり、「やってよかっ

た」という実感につながります。 

お願い 

ボランティアで見守ってくださっている地域の方々、そして保護者の皆様の活動について、ど

うかご家庭でも話題にしていただけませんでしょうか。 

子どもたちが地域の温かさを実感し、感謝の心を育む貴重な機会とな

ります。 

私たち一人ひとりができる「ありがとう」の気持ちを大切に、地域全

体で子どもたちを支える輪をさらに広げていきましょう。  

 



 

 日 曜 学校行事 
給

食 
 日 曜 学校行事 

給

食 

8/28 木 ２学期始業式  14  日   

29 金 ３時間授業  15  月 敬老の日  

30 土 学校美化作業 ８：３０～  16  火 ＳＣ（午後）  〇 

31 日 
 

 17 水 
登校指導 クラブ     

職員定時退勤日  
〇 

  １ 月 給食開始 １３：３０下校 〇 18 木  〇 

２ 火  〇 19 金  〇 

３  水 
夏休み作品展 ～５日まで 

職員定時退勤日 
〇 20  土  〇 

４ 木 夏休み作品展 〇 21 日  
 

５ 金 夏休み作品展（午前中） 〇 22 月  
 

６ 土   
 

23 火 
秋分の日           

家族読書の日 

 

７ 日   24 水 
 松小委員会         

職員定時退勤日 
〇 

８  月  〇 25  木  〇 

９ 火  〇 26 金 児童朝会 〇 

1０ 水 わらべ 職員定時退勤日  〇 27 土   

1１ 木 福祉学習 ４年生 〇 28 日   

1２ 金  〇 29 月  〇 

1３ 土   30 火  修学旅行 ～１０/１ 〇 

定時退勤日に関する三田市ホームページの情報   【教職員の勤務時間 ８:１５～１６:４５】 

 三田市ＨＰ https://www.city.sanda.lg.jp/kyouiku_soumu/kinmujikan.html 

【１０月の主な行事】 

  
 

１日（水）修学旅行 たんぽぽ 

８日（水）児童朝会 わらべ 

１０日（金）人権参観・講演会（子どもたちと一緒に） 

１３日（月）スポーツの日  

１５日（水）全校朝会 学びタイム（１～３年生） 

１６日（木）学校運営協議会  

２３日（木）家族読書の日 

２４日（金）音楽会準備  

２５日（土）音楽会 

２７日（月）代休 

２９日（水）松小委員会 

３１日（金）陶芸教室（３、４、６年） 

https://www.city.sanda.lg.jp/kyouiku_soumu/kinmujikan.html

